

























































































































































































































































































































































































































































































































The Birth of Zen Dialogues and the Evolution 
towards Gong’an/Kanhua Zen
SAITO Tomohiro
 Thisessaystudiesthebirthof the formofdialogueparticulartoCh’an


















 Finally, taking upDongshanLiangjie as seen in theRecord of the 





whichmustbe taken intoaccountof in relation to thepracticeofkanhua 












































































































































































　ただし本発表で「引文 3 」「引文 4 」を検討した際にも申し上げました
ように、『楞伽師資記』の「事を指して義を問う」という問答法は、「事」
を通して「義」を悟らせること以上に、悟りの境地を「事」を通して点検
するという目的であるようですので、同じく「事」を重視する実践である
ことを踏まえつつ、天台の「理観」「事観」や、華厳止観との異同を考え
てゆく必要があるかと考えています。
　四つ目の、「引文11」の「鋸義」「木義」は、十分、比喩としての意義が
‒ 199 ‒
あるのではないかというご指摘ですが、その通りかと存じます。ここは議
論のポイントを発表者が間違えてしまったと反省しております。この資料
ではむしろ、こうした常識的思考ですんなり理解出来る譬喩を用いた問答
が、いわゆる鋭い機鋒を用いた禅問答とは異なるという点を指摘するべき
でありました。
　最後に、「立義」についてなぜ『続高僧伝』の一例に基づいて議論して
いるのかとのご質問ですが、これは挙げた例が道士との議論だったので、
異なる立場同士の対話で行われる例としてわかりやすいと思われたからで
す。ただ、ご指摘のように『広弘明集』や『集古今仏道論衡』などを繙け
ば経典講義に関わって「義を立てる」という表現はまま見られますので、
事例の収集が少なく、また特殊な場合を挙げてしまったかも知れません。
